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学校法人 西南学院 社会連携課

2019年度 西南コミュニティーセンター主催講演会

14：30 開演（14：00 開場）  終了予定時間 16：30
土

定員

200名
入場無料
要事前申込

2020年1月25日2020年1月25日

▶ 第一部 フォトジャーナリスト 安田 菜津紀 氏
講演「故郷から逃れ、生き抜く人々」

▶ 第二部 フォトジャーナリスト
安田 菜津紀 氏

NGO福岡ネットワーク代表
二ノ坂 保喜 氏

西南学院大学ホームページにて受け付けます。インターネットを利用できない方は、裏面の参加申込書に
必要事項を記入の上、FAXにてお申込みください。

こちらから
アクセス！※申込受付確認の連絡はいたしませんので、ご了承下さい。

※申込受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。
※参加者は肖像権など一切の権利を主催者にご一任いただきます。

（※電話やメールでの受付は行いません）

申込締切 ▶ 2020年1月15日（水）

西南学院大学 西南コミュニティーセンターホール

プログラム

会　場

申込方法

二ノ坂 保喜氏

▶

http://www.seinan-gu.ac.jp/annivent/event_application_form.html

長崎大学医学部卒業。福西会川浪病院などを経
て、地域医療、在宅医療の拠点として福岡市早良
区野芥に「にのさかクリニック」開設。また（特活）バ
ングラデシュと手をつなぐ会の代表として、バング
ラデシュ保健医療にも長年尽力する。

安田 菜津紀氏
1987年神奈川県生まれ。Dialogue for People（ダイアローグフォー
ピープル）所属フォトジャーナリスト。16歳のとき、「国境なき子どもた
ち」友情のレポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる子どもたち
を取材。現在、東南アジア、中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、
災害の取材を進める。東日本大震災以降は陸前高田市を中心に、
被災地を記録し続けている。著書に『写真で伝える仕事 -世界の子ど
もたちと向き合って-』（日本写真企画）、他。上智大学卒。現在、TBS
テレビ『サンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。

第1部では、安田菜津紀氏（フォトジャーナリスト、ＴＢＳテ
レビ『サンデーモーニング』コメンテーター）による「故郷から
逃れ、生き抜く人々」とする講演を行い、今なお内戦が続く
シリアで出会った子どもたちや、こうした紛争や迫害が続く
地から、日本に難民として逃れてきた人々の声を伝えます。
第2部では、安田菜津紀氏と二ノ坂保喜氏（NGO 福岡
ネットワーク代表）により、公正・公平の実現や地域の
人々の暮らしから市民が果たす役割とは何か、海外の紛
争や災害についてお二人に対談してもらいます。

対談


